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学位論文の要約 
 
歯周病は、成人の 8割が罹患している歯周病原菌によって引き起こされる感染症で
ある。歯周病の進行には、歯周病原菌によるバイオフィルム形成が深く関わってお
り、そのメカニズムの理解と形成されたバイオフィルムの分解などに関する取組み
は、口腔内ヘルスケアの視点から極めて重要となっている。また、歯周病の進行に
は、歯周病原菌の生理動態の理解のみならず、マクロファージなどの自然免疫との相
互作用の理解も不可欠となっており、これらの知見を統合的にまとめ、効果的な歯周
病抑制技術開発に繋がる礎を築くことが求められている。本論文では、歯周病原菌を
生物学的に不活性化する手法として、プロバイオティクス菌としても広く知られてい
る乳酸菌群に着眼して、乳酸菌による歯周病原細菌に対する作用の理解、乳酸菌によ
る成熟した歯周病原菌バイオフィルムの分解作用の理解、歯周病原菌の歯表面上での
接着メカニズムの理解、ならびに自然免疫反応を担うマクロファージ、歯周病原菌、
および乳酸菌の三角関係の理解を深める取組みを行っている。 
最終的には、乳酸菌と歯周病原菌の直接的、または間接的作用の違いを検証した結
果では、直接的作用では歯周病原菌は乳酸菌によって死滅されないこと、乳酸菌によ
って歯周病原菌が生成したバイオフィルムを分解すること、ヒドロキシアパタイトと
歯周病原菌の種類によって歯周病原菌のバイオフィルム形成の動態が変わること、お
よび乳酸菌がマクロファージを活性化して歯周病原菌の貪食反応を促進することなど
を明らかにした。 
